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同国
口「電‐「け一一静時赫御中咄一ツと事一りる‐‐‐］

Ｎ
Ｔ
Ｔ
四
国
総
支
社
で
は
、
従
来
か
ら
都
市
の
美

観
及
び
道
路
空
間
を
損
な
う
箇
所
、
消
防

。
救
急
活

動
等
の
支
障
に
な
る
箇
所
、
電
話
の
需
要
密
度
が
高

い
地
域

（３
～
４
階
建
以
上
の
ビ
ル
が
連
立
）
な
ど

に
つ
い
て
電
話
線
を
地
下
に
埋
め
る
工
事
を
積
極
的

に
進
め
て
き
ま
し
た
。

代
表
的
な
場
所
と
し
て
は
、
松
山
市
の
千
舟
町

・

三
番
町
、
高
松
市
の
ラ
イ
オ
ン
通
り
、
徳
島
市
の
銀

座
通
り
、
高
知
市
の
は
り
ま
や
町
な
ど
が
あ
り
、
６‐

年
度
末
ま
で
に
四
国
管
内
で
約
５６
ｂ

（う
ち
約
１０
％

は
四
国
電
力
と

一
緒
に
地
中
化
し
た
区
間
）
の
地
中

化
を
実
施
し
て
来
た
と
こ
ろ
で
す
。

四
国
総
支
社
で
は
、
６２
年
度
以
降
も
電
話
線
の
地

中
化
を
積
極
的
に
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
が
、

こ
の
た
び
、
四
国
管
内
で
の
６２
年
度
か
ら
６５
年
度
ま

で
の
中
期
計
画
を
と
り
ま
と
め
ま
し
た
。
こ
の
計
画

で
は
、
６２
年
度
に
実
施
す
る
松
山
市
の
愛
媛
県
県
民

文
化
会
館
前
、
市
駅
前
を
は
じ
め
と
す
る
９

ｏ
２
姉

の
ほ
か
、
４
年
間
で
約
２０
ｍ
の
区
間
に
つ
い
て
地
中

化
を
行
う
こ
と
と
し
て
お
り
、
こ
の
こ
と
に
よ
り
約

４６０
本
の
電
柱
が
無
く
な
る
予
定
で
す
．

電
話
線
地
中
化
工
事
の
進
め
方
と
し
て
は
、
今
後

も
、
地
域
に
お
け
る
地
中
化
の
要
望
が
強
い
場
合
、

通
信
設
備
の
安
定
性

・
信
頼
性
を
高
め
る
必
要
が
あ

る
場
合
な
ど
に
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
単
独
で
も
実
施
す
る
ほ
か
、

道
路
管
理
者
や
四
国
電
力
等
と
共
同
で
キ
ャ
ブ
シ
ス

テ
ム

（
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
Ｕ
形
溝
を
設
置
す
る
方

式
）
に
よ
る
工
事
も
進
め
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

）

Ｎ
Ｔ
Ｔ
が
単
独
で
地
中
化
を
実
施
す
る
代
表
的
な

場
所
と
し
て
は
、
愛
媛
県
下
で
は
町
並
み
保
存
を
進

め
て
い
る
内
子
町
で
６３
年
度
に
実
施
す
る
計
画
と
し

て
い
ま
す
。

ま
た
、
松
山
市
の
主
要
道
路
で
あ
る

一
番
町
―
南

堀
端
の
電
車
通
り
沿
い
に
お
け
る
地
中
化
に
つ
い
て

は
、
軌
道

へ
の
配
電
等
の
問
題
が
あ
る
た
め
、
道
路

管
理
者
等
と
現
在
検
討
中
で
す
。

Ｎ
Ｔ
Ｔ
四
国
総
支
社
で
は
、
通
話
料
着
信
人
払
い

の

「
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
０
１
２
０
」
サ
ー
ビ
ス
提
供

地
域
の
全
国
拡
大
に
連
動
し
、
７
月
１
日
か
ら
四
国

全
域
で
提
供
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

「
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
０
１
２
０
」
サ
ー
ビ
ス
は
、

四
国
で
は
昨
年
７
月
か
ら
松
山
地
域

（０
８
９
９
エ

リ
ア
）
で
、
ま
た
、
１０
月
か
ら
は
高
松

（０
８
７
８

エ
リ
ア
）
、
徳
島

（０
８
８
６
エ
リ
ア
ヽ
高
知

（０
８

８
８
エ
リ
ア
）
地
域
で
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る

も
の
で
、
現
在
流
通
業
や
運
輸
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
な
ど

を
中
心
に
約
４
０
０

ユ
ー
ザ
の
方

に
利
用
さ
れ
、

企
業
等
か
ら
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
手
法
と
好
評
を
得
て

い
る
も
の
で
す
。

Ｎ
Ｔ
Ｔ
四
国
総
支
社
で
は
、
こ
の
サ
ー
ビ
ス
を
電

話
を
使

っ
た
新
し
い
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
手
法
と
し
て

企
業
等
で
利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
企
業
等

へ
の

積
極
的
な

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
活
動
等
を
行

っ
て
い

く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
こ
の
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
サ
ー
ビ
ス
の
地
域

拡
大
に
合
わ
せ
、
お
客
さ
ま
に
よ
り
便
利
に
利
用
し

て
い
た
だ
く
た
め
、
全
国
共
通
番
号
、
時
間
外
着
信

案
内
等
の
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
も
提
供
す
べ

く
準
備
中
で
す
。

新
し
い
サ
ー
ビ
ス
の
概
要
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

０
　
全
国
共
通
番
号

全
国
複
数
個
所
に
設
置
し
た
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

用
の
電
話
に
、
共
通
の
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
番
号
を

つ
け
、
そ
の
番
号

へ
の
通
話
は
契
約
者
が
あ
ら
か

じ
め
指
定
し
た
地
域
ご
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
電
話

に
接
続
し
ま
す
。

例

　̈
全
国
に
チ
エ
ー
ン
店
を
持

つ
販
売
店
な
ど

で
、
こ
の
サ
ー
ビ
ス
を
契
約
し
た
場
合

全
国
の
お
客
さ
ま
か
ら
の
注
文
等
は
、
最

寄
り
の
販
売
店

（例
え
ば
、
松
山
地
域
の
お

客
さ
ま
か
ら
の
通
話
は
松
山
の
販
売
店
で
、

大
阪
地
域
か
ら
の
通
話
は
大
阪
の
販
売
店
）

で
受
け
ら
れ
る
の
で
、
契
約
者
に
と

っ
て
通

話
料
が
経
済
的
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、　
一
つ

の
番
号
を
周
知
す
る
だ
け
で
済
む
た
め
Ｐ
Ｒ

も
容
易
に
な
り
ま
す
。

０
　
時
間
外
着
信
案
内

営
業
時
間
外
等
の
場
合
に
、
営
業
時
間
外
等
で

あ
る
旨
の
ト
ー
キ
ー
案
内
を
し
ま
す
。

０
，　
受
付
先
変
更

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
番
号
に
か
か

っ
て
き
た
通
話

を
、
他
の
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
番
号

へ
転
送
し
ま
す
。

日‐―‐メ却げ】イ電調に出叫は電回はば醐岬‐‘国

Ｎ
Ｔ
Ｔ
四
国
総
支
社
で
は
、
新
し
い
電
報
サ
ー
ビ

ス
と
し
て
６０
年
１０
月
以
降
順
次
登
場
し
た
メ
ロ
デ
ィ

電
報
な
ど
の
６２
年
３
月
末
ま
で
の
利
用
状
況
を
と
り

ま
と
め
ま
し
た
ｃ

こ
れ
に
よ
る
と
、
メ
〓
ア
ィ
電
報
は
５
１
、
０
０
０
通
、

お
し
化
電
報
は
２
８
、
０
０
０
通
、
フ
ラ
ワ
ー
電
報

は
１
、
６
０
０
通
と
な

っ
て
お
り
、
電
報
を
受
け
と

っ
た
方
か
ら
も
Ｆ
し
ゃ
れ
た
贈
り
物
」だ
と
よ
ろ
こ
ば

）

| |
全        ¬

国   フ
共   リ
通   I
番   ダ
号  イ
な  ヤ
ど  ル
の   0
新   1
し 四 2
い 国 0
サ 全
ヒ

1域 サ
ビ に |

ス 拡 ビ

も 大 ス

|   |
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れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
利
用
状
況
を
県
別
に
み
る
と
、
人
ロ
ー

０
０
０
人
当
り
の
利
用
回
数
で
は
愛
媛
県
が
２４
。６
回
、

高
知
県
が
２２

・
１
回
、
以
下
香
川
県
、
徳
島
県
の
順

と
な

っ
て
い
ま
す
。

（別
表
参
照
）

さ
ら
に
、
季
節
的
な
利
用
状
況
を
み
て
み
る
と
、

メ
ロ
デ
ィ
電
報

。
お
し
花
電
報
は
、
呑
の
結
婚
シ
ー

ズ
ン
で
あ
る
３
月
が

一
番
多
く
、
次
に
秋
の
結
婚
シ

ー
ズ
ン
の
１０
月
、
１‐
月
の
順
と
な

っ
て
い
ま
す
。

（別
記
参
照
）

な
お
、
本
年
５
月
１
日
か
ら
は
、
メ
ロ
デ
ィ
電
報

の
曲
目
に
結
婚
式
の
お
祝
い
電
報
を
対
象
と
し
た

「
世
界
は
二
人
の
た
め
に
」
を
追
加

（そ
れ
ま
で
は

愛
の
賛
歌
」

「
お
も
ち
ゃ
の
兵
隊
」

「
ハ
ッ
ピ
ー

バ
ー
ス
デ
ー
」
の
３
曲
）
す
る
な
ど
、
〈
７
後
と
も
サ

ー
ビ
ス
の

一
層
の
向
上
に
努
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。Ｎ
Ｔ
Ｔ
四
国
総
支
社
で
は
、
春

・
秋
の
結
婚
シ
ー

ズ
ン
や

「
母
の
目
」

「
父
の
目
」

「
成
人
の
日
」
な

ど
の
記
念
す
べ
き
口
に
は
、
こ
れ
ら
の
新
し
い
サ
ー
ビ

ス
が

″
心
の
こ
も

っ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
″
と
し
て
利
用

さ
れ
る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

別表

新しい電報サービスの利用状況

(別記)    
新しい電報サービス利用状況 (61年度 )

にl鷲ン郵)          (フラワー電報)

００

　

通
数

再掲。

2 メロディ(60101)、 おし花 (慶
祝用 )(6141)、 おし花 (弔慰用 )
(61101)、 フラワー (6151)に サ
ービス開始

Ｎ
丁
丁
研
修
セ
ン
タ

で

各
種
情
報
通
信
セ
ミ
ナ
ー
開
講

パ
ソ
コ
ン
通
信
入
門
講
座
な
ど
も
実
施

Ｎ
Ｔ
Ｔ
四
国
研
修
セ
ン
タ
で
は
、
こ
の
ほ
ど
、
６２

年
度
に
お
け
る
社
外
の
方
を
対
象
と
し
た
情
報
通
信

セ
ミ
ナ
ー

（有
料
）
の
実
施
計
画
を
決
定
し
ま
し
た
。

当
研
修
セ
ン
タ
は
、
昭
和
２７
年
３
月
に
創
設
さ
れ
、

主
に
四
国
内
の
社
員
を
対
象
に
訓
練
を
実
施
し
て
き

ま
し
た
が
、
６０
年
４
月
の
民
営
化
を
機
会
に
同
セ
ン

タ
を

一
般
の
方
に
も
開
放
し
、
利
用
し
て
い
た
だ
い

て
い
る
も
の
で
す
。

今
年
度
の
計
画
で
は
、
特
に
、
最
近
多
く
の
人
に

関
心
が
高
ま

っ
て
い
る
パ
ソ
コ
ン
に
つ
い
て
、　
一
般

の
方
を
対
象
に
入
門

コ
ー
ス
か
ら
実
践

コ
ー
ス
な
ど

い
く

つ
か
の
コ
ー
ス
に
分
け
た

一
パ
ソ
コ
ン
教
室
」

を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
こ
の
中
に
は
明
日

の
高
度
情
報
化
社
会
を
担
う
子
供
た
ち
の
た
め
、
夏

休
み
を
利
用
し
た

″
パ
ソ
コ
ン
通
信
入
門
講
座
″
な

ど
も
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
電
気
通
信
事
業
法
施
行
に
伴
い
電
話
機
等

の
取
り
付
け
工
事
を
す
る
人
に
は
必
要
な
電
気
通
信

工
事
担
任
者
試
験
の
受
験
対
策
講
座
や
、
情
報
通
信

を
よ
り
経
済
的
に
、
よ
り
有
効
に
活
用
す
る
た
め
の

情
報
通
信
総
合
講
座
な
ど
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
電
気
通
信
工
事
担
任
者
試
験
の
受
験
対
策

講
座
に
つ
い
て
は
、
企
業
、
学
校
等
で
ま
と
ま

っ
て

受
講
希
望
が
あ
れ
ば
、
出
張
講
座
も
行
い
ま
す
。

当
研
修
セ
ン
タ
で
は
、
受
講
者
に
合

っ
た
き
め
細

か
い
心
の
こ
も

っ
た
講
習
を
し
ま
す
の
で
、　
″
お
気

軽
に
応
募
し
て
く
だ
さ
い
″
と
呼
び
か
け
て
い
ま
ナ
。

★
お
問
い
合
わ
せ
先

Ｎ
Ｔ
Ｔ
四
国
研
修
セ
ン
タ
　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
セ
ミ
ナ
ー
係

Ｔ
Ｅ
Ｌ

（０
８
９
９
）
３６
‐
２
４
３
４

(623末累計 )

区   分 利用通数
人口1,OIXl
人当の利
用回数

用
率

県
比

メ
愛 媛 24 258 159回 473%
香川 10,141 99回 198%

徳 島 6,980 84回 136%
高知 9,882 118回 193%

合 計 51261 121回

お
　
　
し
　
　
花

愛 媛
12,726

( 4,588)

86回
(30回 )

450%
(428%)

香川
3,799

(   851)

37回
(08回 )

134%
(79%)

徳 島
3 396

1   841)

41回
(10回 )

120%
(78%)

高知
8,389

( 4,440)

100回
(53回 )

296%
(415%)

合計
28,310

(10,720)

67回
(25回 )

フ

ワ

|

愛媛 625 04司 400%
香川 04回 253%

徳 島 269 03回 172%
甘
回 275 03司 175%

合計 1.564 04口

ム
ロ

言十

愛 媛 37,609 246回 464%
香川 14,335 140回 177%

徳 島 10,645 1281り
|
131%

高知 18 546 221回 22 9ラι

合 計 81 135 192回

注 :1 おし花電報の ( )内 は弔慰用を
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圃

圃
続
け
ま
す
、
広
げ
ま
す
、
福
祉
の
輪

テ
ル
ウ

ェ
ル
の
社
会
福
祉
事
業

テ
ル
ウ

ェ
ル
で
は
、
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
窓
口
と
し

て
、
国
や
地
方
公
共
団
体
が
行
う
公
的
福
祉
を
補
完

す
る
立
場
で
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
、
全
電
通

⌒専
従
役
員
や
書

記
の
方
一
、
テ
ル
ウ

ェ
ル
の
退
職
者

（
一
般
的
に
二

０
年
以
Ｌ
勤
続
し
退
職
し
た
方
〓
遺
家
族
、　
一
部
現

職
者
を
対
象
に
、
幅
広
く
社
会
福
祉
事
業
を
推
進
し

て
お
り
、
以
下
そ
の
事
業
概
要
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

生
活
援
護
事
業

こ
の
事
業
は
、
専
門
の
訓
練
を
受
け
た
ケ
ー
ス
ワ

ー
カ
ー
に
よ
る
相
談
助
言
を
中
心
と
し
て
、
対
象
者

の
自
立
更
生
や
生
活
向
上
を
図
る
た
め
の
側
面
的
援

助
を
行
う
も
の
で
、
状
況
に
よ

っ
て
は
、
次
の
よ
う

な
給
付
金
や
見
舞
金
を
お
贈
り
し
て
お
り
ま
す
。

（注
）
０
の
つ
い
て
い
る
も
の
は
、
現
職
者
世
帯
も

対
象
に
な
り
ま
す
じ

●
生
活
給
付
金
―
生
計
を
維
持
す
る
た
め
、
応
急
的

に
生
計
資
金
を
必
要
と
す
る
世
帯
。

注

¨
世
帯
収
入
に
制
限
あ
り
。

（以
下
同
じ
）

●
傷
病
等
給
付
金
―
傷
病
等
の
た
め

一
時
的
に
■
計

費
が
必
要
な
と
き
、
又
は
長
期
に
わ
た
り
床
に
つ

い
て
い
る

一人
院
を
含
む
。一
方
が
い
る
Ｌ
帯
。

●
就
職
等
準
備
給
付
金
‐＝
心
身
障
害
者

（児
）
や
母

子
世
帯
の
子
等
が
、
所
定
の
学
業
を
終
ｒ
し
、
就

職
が
決
定
し
た
と
き
。

●
敬
老
給
付
金
―
扶
養
義
務
者
の
い
な
い
老
人
夫
婦

（男
七
０
才
以
上
、
女
六
五
才
以
上
の
夫
婦
一
、

又
は
扶
養
義
務
者
は
い
る
が
、
そ
の
扶
養
を
受
け

て
い
な
い
単
身
老
人
の
世
帯
じ

０
奨
学
給
付
金
―
高
校
に
在
学
し
て
い
る
子
が
い
る

母
子
世
帯
。

（在
学
期
間
中
給
付
）

◎
就
学
給
付
金
―
母
子
世
帯
、
又
は
重
度
障
害
者

（児
）
若
し
く
は
長
期
療
養
者
の
い
る
世
帯
の
子

が
、
小
学
校
か
中
学
校
に
入
学
す
る
と
き
。

◎
重
度

。
重
症
障
害
者

（児
）
見
舞
金
―
重
度

（身

障
手
帳

一
。
二
級
、
療
育
手
帳
Ａ
級
）
あ
る
い
は

重
症
障
害
者

（児
）
の
方
が
い
る
世
帯
。

注

一
世
帯
収
入
に
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。

◎
在
職
死
亡
者
遺
児
見
舞
金
―
在
職
中
死
亡
さ
れ
た

方
に
義
務
教
育
未
修
子
の
遺
児
が
お
ら
れ
た
と
き
。

注

¨
世
帯
収
入
に
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。

●
家
庭
介
護
給
付
金

（
ヘ
ル
パ
ー
雇
用
費
用
の

一
部

負
担
）
入
院
患
者
を
除
き
ま
す
。

注

¨
世
帯
収
入
に
制
限
が
あ
り
ま
す
。

週
二
回
、
半
日
単
位
で
援
助

〇

一
八
才
以
上
の
重
度

。
重
症
障
害
者
の
方
が
お
ら

れ
る
世
帯
。

（常
時
介
護
が
必
要
。
以
下
同
じ
じ

ｏ
六
五
才
以
上
で
、
老
衰
等
が
著
し
い
方
が
お
ら
れ

る
世
帯
。

週
２
回
、
半
日
単
位
、
３
か
月
以
内
で
援
助

ｏ
単
親

（母
子

。
父
子
）
世
帯
で
、
そ
の
母
ま
た
は

父
が
病
気
等
の
た
め
五
日
以
上
に
わ
た

っ
て
日
常

生
活
に
支
障
が
で
き
た
世
帯
。

ｏ
ね
た
き
り
老
人
等
が
お
り
、
そ
の
介
護
人
が
病
気

等
の
た
め
五
日
以
上
に
わ
た

っ
て
介
護
に
支
障
が

で
き
た
世
帯
。

育
英
事
業

こ
の
事
業
は
、
高
等
学
校
、
大
学
な
ど
で
勉
強
し

た
い
が
、
学
費
の
負
担
が
困
難
な
方
に
学
費
を
お
貸

し
す
る
事
業
で
す
。

退
職
者
文
化
活
動
援
助
事
業

こ
の
事
業
は
、
退
職
者
の
方
々
の
精
神
的

・
文
化

的

ニ
ー
ズ
に
応
え
、
よ
り
潤
い
の
あ
る
生
活
を
過
し

て
い
た
だ
く
た
め
の
援
助
事
業
で
、
テ
ル
ウ

ェ
ル
主

催
で
、
文
化
講
演
会
や
Ｏ
Ｂ
大
学

（文
化
財
め
ぐ
り
、

園
芸
講
座
、
陶
芸
講
座
等
）
を
開
催
す
る
ほ
か
、
各

種

サ
ー
ク

ル
活
動

の
助
成
援
助
を
行

っ
て
い
ま
す
。

退
職
者
向
け

ニ
ュ
ー

ス
．
と
も
が
き
」
発
行
事
業

「
と
も
が
き
」
は
、
退
職
者

や
遺
族

の
家
庭

に
お
送

り
し

て
い
る
広
報
誌
で
す
。

年
金
や
健
康

の
話
題
、

日
常
関
心
の
高

い
事
柄
等

に

つ
い
て
の
解
説
や
文
芸
作
品
な
ど
を
掲
載
、
年
四

同
発
行
し

て
い
ま
す
．

社
会
福
祉
施
設
援
助
事
業

テ
ル
ウ

ェ
ル
で
は
、
分
身
的
組
織
で
あ
る

一
社
会

福
祉
法
人

・
共
済
福
社
会

・
を
と
お
し

て
、
同
福
祉

会
が
Ｎ
Ｔ
Ｔ
伊
豆
通
信
病
院

の
構
内

に
設
立
し
た
身

体
障
害
者
福
祉
法

に
よ
る

「
身
体
障
害
者
更
生
施
設

・
伊
豆
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
セ
ン
タ
ー
」
及
び
老

人
福
祉
法

に
よ
る

「
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

・
伊
豆

白
寿
園

一
の
二

つ
の
社
会
福
祉
施
設
を
運
営
し

て
い

ま
す
。
お
問

い
合
わ
せ
は

テ
ル
ウ

ェ
ル
四
国
支
部
福
祉

セ
ン
タ
ー

ヘ

Ｔ
匡
Ｌ

一〇
八
九
九

一
三
二
―
九
九

五
五

O NTT 62年 度 版 社 員 録
NTT四 国 |な 支 社 管 内 、 全社 員名 簿
一       四国総 支社社 員録

本 irを 中 しヽ と した 全国 トップ幹 部 名簿
…       N tt T本 社社 員録

た だ 今発 売 中 .′
(。 B価格)

類 販 売 価 格 セ三 米斗

四 同社 員録 1,350円

本 社 社 員 録 2.500F■

*限定発イテ

お 問合せ お 申込 は
TelWel財 団法 人 電気 通信 共 済会
愛 媛 営業所  な (0899)21-6656
香り|1営業

「
r  容 (0878)22-5151

4ぎ 汚誌'営づξ局子  容  (0886)21--4191
iち矢日′営業局F 蓉 (0888)83-4141
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―

年

金

額

の

改

定

―

国
家
公
務
員
等
共
済
組
合
法
の
年
金
に
つ
い
て
、

昭
和
六
二
年
四
月
分
以
後

（
一
部
八
月
）
、
年
金
の
額

が
改
定
さ
れ
、
改
定
増
分
の
支
給
時
期
は
六
二
年
八

月
の
定
期
支
給
期
と
な
り
ま
す
。

主
な
改
正
点
は
次
の
と
お
り
で
す
。

一
、
昭
和
六

一
年
二
月
二

一
日
以
前
に
給
付
事
由
が

発
生
し
た
年
金

田
　
新
通
年
方
式
に
よ
る
年
金
の
定
額
部
分
、
俸

給
比
例
部
分
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
Ｏ

・
六
％

ア
ッ
プ
さ
れ
ま
す
。

‐２‐
　
た
だ
し
、
算
出
さ
れ
た
年
金
額
が
、
従
前
の

年
金
額
よ
り
少
な
い
と
き
は
、
従
前
の
年
金
額

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

‐３‐
　
扶
養
加
給
、
寡
婦
加
算
等
の
加
算
額
に
つ
い

て
も
改
定
さ
れ
ま
す
。

二
、
昭
和
六

一
年
四
月

一
日
以
降
に
給
付
事
由
が
発

生
し
た
年
金

田
　
定
額
部
分
、
報
酬
比
例
部
分
に
つ
い
て

（六

〇
年

一
二
月
以
前
の
組
合
員
期
間
を
有
す
る
者
）

○

。
六
％
ア
ッ
プ
さ
れ
ま
す
。

‐２，
　
た
だ
し
、
算
出
さ
れ
た
年
金
額
が
、
従
前
の

年
金
額
よ
り
少
な
い
と
き
は
、
従
前
の
年
金
額

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

‐３‐
　
工（
一
年
二
月
二

一
日
時
年
金
額
に
つ
い
て
は
、

従
前
の
額
と
し
ま
す
。

‐４‐
　
配
偶
者
加
給
年
金
、
遺
族
加
算
等
、
各
種
加

算
額
も
改
定
さ
れ
ま
す
。

（労
働
部
）

・―
電
友
会
四
国
連
合
会
第
十
六
回
総
会
―
・

さ
わ
や
か
な
深
緑
と
快
晴
に
恵
ま
れ
た
六
月
十
二

日
、
松
山
市

。
四
国
電
信
電
話
会
館
に
、
各
県
選
出

代
議
員
の
出
席
を
得
て
開
催
。

物
故
会
員
に
対
す
る
敬
虔
な
る
黙
祷
、
赤
刻
連
合

会
長
の
挨
拶
に
続
い
て
、
員
淵
Ｎ
Ｔ
Ｔ
四
国
総
支
社

長
の
お
祝
辞
を
い
た
だ
く
。
総
支
社
長
は
特
に
、
電

友
会
員
の
Ｎ
Ｔ
Ｔ
事
業
に
対
す
る
日
頃
の
理
解
と
協

力
に
謝
辞
を
述
べ
ら
れ
た
後
、
●
全
社

一
丸
と
な

っ

て
競
争
に
耐
え
得
る
企
業
体
質
づ
く
り
に
努
め
て
い

る
。
●
既
に
突
入
し
て
い
る
デ
ー
タ
通
信
、
専
用
線

サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
熾
烈
な
競
争
に
加
え
、
近
く

一
般

電
話
サ
ー
ビ
ス
分
野
で
の
競
争
激
化
が
予
想
さ
れ
、

こ
れ
か
ら
が
正
念
場
で
あ
る
。
●
四
国
の
経
営
状
況

は
厳
し
く
、
赤
字
経
営
か
ら
の
早
期
脱
却
と
自
立
の

体
制

つ
く
り
が
急
務
で
あ
る
。
●

こ
と
し
も

「
め
ざ

せ
四
国
の
ト
ッ
プ
企
業
」
を
合
言
葉
に
、
テ
レ
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
の
拡
大
、
大
ロ
ユ
ー
ザ
対
策
、　
コ
ス
ト

競
争
力
を

つ
け
る
た
め
の
抜
本
的
経
営
改
善
を
大
胆

に
実
行
す
る
等
々
、
事
業
の
現
状
と
展
望
、
決
意
の

ほ
ど
を
述
べ
ら
れ
、
ま
た

「
み
な
さ
ん
も
お
気
軽
に

お
立
寄
り
い
た
だ
き
、
地
域
の
生
の
声
を
お
聞
か
せ

下
さ
い
」。
と
、
心
づ
か
い
の
ほ
ど
を
示
さ
れ
た
。

祝
電

・
寄
付
披
露
の
後
、
議
長
に
篠
浦
辰
行
氏

（愛
媛
）
を
選
出
し

て
議
事

に
入
り
、
６‐
年
度
会

務
報
告

・
決
算
報
告

（後
記
）
を
承
認
。
６２
年
度
事

業
計
画
口

・
予
算
関
（後
記
）
を
原
案
ど
お
り
可
決
。

ま
た
新
役
員

（後
記
）
は
、
さ
き
の
理
事
会
で
全
員

再
選
さ
れ
た
旨
の
人
事
報
告
が
行
わ
れ
て
閉
幕
し
た
。

ひ
き

つ
づ
き
行
わ
れ
た
懇
親
会
で
は
、
粗
酒
粗
肴

な
が
ら
も
、
和
や
か
な
歓
談
の
う
ち
に
旧
交
を
暖
め
、

つ
き
ぬ
名
残
り
を
惜
し
み

つ
つ
、
午
後

一
時
散
会
し

た
。
　
害
同
市
記
）

昭和61年度決算報告 (6141～ 62331)(62 4 1-63 3 31)

(収入の部 )

昭和62年 度収支予算

1支出の部 | (収入の部 )

項 日 金   額

繰 越 金 827,269

会 費 546,000

会 報 広 告料 等 1,208,500

会員名簿広告・売却費 980,000

ヾッ ジ販売 金 99,600

雑  収  入 63,853

計 3,725,222

(支 出の部 )

項 目 金   額

総 会 606,100

理 事 〈
〓 74,000

会員名簿作成費 1,000、 000

会 報 印 刷 費 588 000

分 金 65、 l100

ヾッジ購入 費 34,40()

旅 費 交 通 費 237.260

事 務 費 65,130

雑 費 55、 500

繰  越  金 999 832

〈
ロ 計 3,725,222

項 目 金   額

繰  越  金 999,832

費 584,000

会 報 広 告料等 1,100,000

会員名簿広告.イ t却費 1、 200,000

ッジ販売 金 88,000

雑  収  入 61,000

計 4,032,832

項 日 金   額

総 〈
ム 720,000

理 事 180,000

会員名簿作成費 1,160,0(]0

会 報 印 刷 費 660,000

分 担 金 65,000

ッジ購入費 104,000

旅 費 交 通 費 225 000

事  務  費 50 000

雑 費 70,000

予 備 費 71)8 832

計 4,032,832
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昭
和
六
十
二
年
度
事
業
計
画

（要
旨
）

ｏ
会
員
の
健
康
状
態
、
活
動
状
況
等
の
情
報
の
収
集
。

ｏ
Ｎ
Ｔ
Ｔ
事
業
に
対
す
る
積
極
的
協
力
。

ｏ
年
金
受
給
者
の
処
遇
改
善
活
動
の
継
続
実
施
。

ｏ
生
存
者
叙
勲
範
囲
拡
大
の
郵
政
省

へ
の
要
請
。

ｏ
共
済
会
が
行
う
各
種
文
化
活
動

へ
の
積
極
参
加
。

ｏ
よ
り
親
し
み
や
す
い
会
報
の
作
成
。

新
　
　
役
　
　
口員

連
合
会
長
　
赤
刻
正

（愛
媛
）

副

〈
ム
長
　
工（
車
美

一

（愛
媛
）
横
井
秀
夫
（香
川
）

越
久
田
保
之

⌒徳
島
）
大
西
正
澄

（高

知
）

理
　
　
事
　
菅
優

（愛
媛
）
喜
田
鎮
雄

（香
川
）
地

行
祐
助

（徳
島
）
井
上
広
次

（高
知
）

会
計
監
事
　
石
田
英
、
加
藤
省
三

（愛
媛
）

―

香

川

電

友

会

総

会

―

薫
風
か
お
る
五
月
二
十
二
日

（金
）、
香
川
電
友
会

総
会
を
高
松
城
内
披
雲
閣
に
お
い
て
会
員
三
二
四
名

の
出
席
を
得
て
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。

午
前
九
時
過
ぎ
か
ら
、
な

つ
か
し
い
顔
ぶ
れ
が
続

々
と
会
場
に
あ
ら
わ
れ
、
再
会
を
喜
ぶ
語
ら
い
の
輪

が
増
し
て
い
っ
た
。

午
前

一
〇
時
間
会
、
冒
頭
、
物
故
会
員
の
冥
福
を

祈

っ
て
黙
祷
の
あ
と
、
横
井
会
長
が
あ
い
さ

つ
、
議
長

に
森
川
清
和
氏
を
選
出
議
事
に
入
る
。
ま
ず
六
十

一

年
度

一
般
経
過
報
告

（会
務
お
よ
び
年
金
情
報
）
収

支
決
算
な
ら
び
に
会
計
監
査
報
告
に
続
い
て
、
会
則

の

一
部
改
正
に
つ
い
て
審
議
し
、
名
議
長
の
も
と
満

場
の
拍
手
で
承
認
可
決
、
引
続
き
新
役
員
の
紹
介
、
長

寿
者

（米
寿
二
名
、
喜
寿
九
名
）
に
対
す
る
祝
金
の

贈
呈
、
新
入
会
員
の
紹
介
等
々
無
事
総
会
を
終
了
。

十
二
時
Ｎ
Ｔ
Ｔ
往
西
香
川
副
支
社
長
、
藤
井
高
松

逓
信
病
院
長
の
ご
祝
辞
を
頂
き
、　
つ
い
て
Ｎ
Ｔ
Ｔ
香

川
支
社
営
業
部
長
よ
り
商
品
販
売
協
力
要
請
の
あ
と
、

恒
例
の
懇
親
会
に
う

つ
り
、
招
待
の
管
内
各
報
話
局

長
も
ま
じ
え
て
総
勢
二
五
〇
名
の
大
祝
宴
と
な
り
、

な
ご
や
か
な
雰
囲
気
で
お
互
い
に
近
況
を
語
り
あ
い
、

親
睦
を
深
め
、
名
残
り
を
惜
し
み

つ
ゝ
午
後
二
時
散

会
し
た
。

（清
水
記
）

―
高
知
県
電
電
退
職
者
の
会
総
会
―

第
二
六
回
総
会
は
、
さ
る
五
月
九
日

（土
）
午
後

三
時
か
ら
、
高
知
市
本
町
の
高
知
商
工
会
館
に
、
会

員

一
一
七
名
の
出
席
を
得
て
、
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。

井
上
副
会
長
司
会
で
物
故
会
員
の
冥
福
を
析
る
黙

祷
の
あ
と
、
大
西
会
長
の
開
会
あ
い
さ

つ
に
続
き
、

ご
臨
席
の
仲
澤
Ｎ
Ｔ
Ｔ
高
知
支
社
長
か
ら
ご
祝
辞
を

頂
き
、
新
入
会
員
の
紹
介
、
長
寿
者

（喜
寿
九
名
）

を
祝
福
し
て
祝
金
を
贈
呈
、
長
寿
者
代
表
小
笠
原
貴

率
氏
が
謝
辞
を
述
べ
た
あ
と
、
議
長
に
小
松
康
秀
氏

を
選
出
し
て
議
事
に
入
る
。

１１‐
昭
和
六

一
年
度
事
業
報
告

（山
下
副
会
長
）
、

一‐２，
同
会
計
報
告

（松
本
幹
事
）
、
１３‐
同
監
査
報
告

（大
平
幹
事
）
お
よ
び
１４‐
六
二
年
度
事
業
計
画

（案
）

（山
下
副
会
長
）
、
１５，
同
予
算

（案
）

（松
本
幹
事
）、

に
つ
い
て
審
議
の
結
果
、
執
行
部
提
案
ど
お
り
承
認
、

可
決
し
た
。
引
続
き
会
長
選
挙
に
移
り
、
満
場

一
致

で
大
西
会
長
の
再
任
を
承
認
し
、
新
役
員
の
紹
介
、

新
執
行
部
代
表
あ
い
さ

つ
の
あ
と
午
後
四
時
二
十
分

に
無
事
総
会
を
終
了
し
た
。

午
後
丘
時
か
ら
同
じ
会
場
に
於
て
、
恒
例
の
有
志

に
よ
る
懇
親
会
を
開
宴
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
高
知
支
社
、
高
知

電
報
電
話
局
、
共
済
会
高
知
営
業
所
か
ら
の
招
待
客

を
交
え
、
総
勢

一
二
〇
名
が

一
堂
に
会
し
、
お
互
い

が
近
況
な
ど
語
ら
い
な
が
ら
、
終
始
和
や
か
な
談
笑

裡
に
再
会
を
約
し
午
後
七
時
散
会
し
た
。
（安
藤
記
）

一謡
　

つ
づ
け

て
３０
年

有
田
　
幸
久
さ
ん

（松
山
一

硼
一

一謡
の
有
田
さ
ん
、
蝶
ネ
ク
タ
イ
が
よ
く
似
合
う
ｃ

三
０
年
前
、
通
信
局
の
係
長
時
代
に
、
同
僚
に
誘

わ
れ
、
局
内
サ
ー
ク
ル
に
入

っ
た
の
が
始
ま
り
、
最

初
の

一
年
は
、
人
先
輩
の
勝
浦
喜
二
さ
ん
の
教
え
を

う
け
、
そ
の
後
観
世
流
の
大
御
所

。
下
川
先
生

（神

戸
か
ら
出
張
指
導
、
五
四
年
歿
。）
に
師
事
し
た
。

ほ
ん
の
趣
味
の
つ
も
り
で
始
め
た
が
、
い
つ
の
間

に
か
進
級
に
進
級
、
四
九
年
に
は
準
師
範

（外
弟
子

で
は
最
高
位
。）
の
免
許
が
授
与
さ
れ
た
。

お
か
げ
で
、
転
勤

の
先

々
、Ｋ
謡
曲

サ
ー
ク

ル
を

つ

く

っ
た
り
、
指
導

に

つ
と

め
た
。
例
え
ば
、
丸
亀
で

は

「
亀
一話
会
」

の
三
〇
名

を
指
導
、
そ
の
甲
斐
あ

っ

て
、
　
Ｊ
話
の
み
な
ら
ず
、

お
仕
舞
も
相
当

の
レ
ベ
ル

に
向
上
し

て
く
れ
た
」。
と

目
を
細
め
る
。

嶺
北
杉
の
局
長
時
代
に
は
、
町
の
広
報
紙
で
、

Ｊ
謡
の
先
生
」
と
し
て
紹
介
さ
れ
、
町
内
に
は
グ

ル
ー

プ
も
誕
生
し
た
。
時
に
は
、

「
全
く
知
ら
な
い
家
に

招
待
さ
れ
た
こ
と
も
あ

っ
た
」。
と
か
。

現
役
時
代
は
、
労
務
担
当
が
永
か

っ
た
が
、
謡
を

通
じ
て
、
人
間
関
係
、
労
使
関
係
も
う
ま
く
い
っ
た
。

「
や
は
り
役
得
で
す
か
な
あ
…
…
」
と
嬉
し
そ
う
。

退
職
後
五
年
、
現
在
も
な
お
、
勝
謡
会
（松
山
）、

亀
謡
会

（丸
亀
Ｘ
済
謡
会

（共
済
会
ｘ
有
声
会

（自

宅
）
の
指
導
の
か
た
わ
ら
、
地
元
の
公
民
館
長
、
宮

総
代
な
ど
も
仰
せ

つ
か

っ
て
い
る
。

「
病
気
す
る
間

）
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も
な
い
」。
と
、
冗
談
を
い
わ
れ
る
ほ
ど
の
多
忙
ぶ
り
。

そ
れ
で
も
謡
の
お
か
げ
で
体
調
は
極
め
て
良
好
、
「
会

員
の
お
宅
で
、
謡
や
お
仕
舞
が
必
要
な
ら
、
い
２
て

も
参
り
ま
す
」。
と
意
欲
満
々
。

ど
う
か
い
つ
ま
で
も
ご
健
勝
で
、
ご
活
躍
の
程
、

お
祈
り
申
し
上
げ

つ
つ
筆
を
描
く
。
　
害
同
市
記
）

余
　
　
　
　
　
栄

正
七
位
勲
六
等
単
光
旭
日
章

故
　
弓
　
立
　
秀
　
雄
　
様

（松
山
）

正
七
位
勲
五
等
瑞
宝
章

故
　
佐
　
藤
　
藤
二
郎

様
里
山通
寺
）

一

豚
が
七
頭

い
ま
す
。
三
本

の
直
線
を
引

い
て
、
そ
れ
ぞ
れ

一
頭
ず

つ
に
分
け
て
下

さ

い
。

働

級

:ハテな ?:

Э

昭
和
六
十
二
年
春
季
軟
式
テ
ニ
ス
大
会

恒
例
の
電
々
Ｏ
Ｂ
春
季
大
会
を
四
月
十
八
日
中
、

堀
之
内

コ
ー
ト
に
お
い
て
開
催
、
プ
レ
ー
ヤ
ー
お
よ

び
体
調
の
関
係
で
ブ
レ
ー
の
出
来
な
い
見
学
者
を
合

め
て
ニ
ト
数
名
、
好
天
に
恵
ま
れ
、
汗
を
流
す
者
、

応
援
を
す
る
者
な
ど
、
試
合
は
賑
や
か
に
行
わ
れ
た
．

特
に
今
回
は
、
新
鋭
の
松
岡
、
水
野
両
氏
の
初
出

場
と
、
女
性
ペ
ア
の
活
躍

（優
勝
）
で
、　
一
段
と
活

気
の
あ
る
プ
レ
ー
が
展
開
さ
れ
た
。

終

っ
て
会
計
報
告
、
服
装
の
統

一
等
で
話
し
合
い
、

懇
談
の
う
え
解
散
し
た
。

試
合
結
果
は
次
の
と
お
り
。

優
勝
　
一二
好
、
内
藤
組
　
　
四
勝

一
敗

準
優
勝

福
山
、
磯
山
組
　
　
一二
勝
二
敗

三
位
　
山
崎
、
玉
木
組
　
　
一二
勝
二
敗

四
位
　
松
岡
、
溝
田
組
　
　
一二
勝
二
敗

五
位
　
田
内
、
小
松
組
　
　
一
勝
四
敗

六
位
　
藤
野
、
水
野
組
　
　
一
勝
四
敗

二
位
～
四
位
お
よ
び
五
～
六
位
は
、
得
失
点
差
に

よ
る
。

（松
山

。
木
村
記
）

¨
表
紙
の
こ
と
ば

　̈
　
　
　
　
　
　
　
一

荘
　
野
　
丹
　
秀

（内
海
）

「
白
　
百
　
〈
Γ

庭
に
白
百
合
の
花

一
つ

そ

っ
と
頼
よ
せ
て
見
れ
ば

甘
づ

っ
ぱ
い
花
の
香
り
が

亡
母
の
若
き
日
の
肌
の
匂
い
に
も
似
て

吾
れ

一
人
　
し
ば
し
花
と
た
わ
む
る
。

次
の
方
々
が
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
謹
ん
で
哀

悼
の
意
を
表
し
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

石
川
源
市
様

北
尾
豊
重
様

下
元
義
晴
様

原

一
正
様

千

田

ミ

ヨ
子
様

富
久
紋
衛
様

村
武
雄
様

高
橋
吉
保
様

照

一
様

宮
本
清
和
様

河
上
春
雄
様

神
山
孝
志
様

木
俵
武
雄
様

小
澤
正
満
様

大
山

一
之
様

河
野
伊
二
郎
様

小
村
清
太
郎
様

山
内
義
高
様

坂
口
芳
啓
様

６‐

。
１

．
路

６‐

．
６

ｏ
２８

６‐

．
１２

１

′

６２

・
３

・
３０

６２

・
４

ｏ
２

６２

・
４

・
４

６２

・
４

〓

′

６２

・
４

・
８

６２

・
・

・
９

６２

・
４

●
１２

６２

・
４

ｏ
ｌ４

６２

・
４

ｏ
ｌ４

６２

・
４

ｏ
ｌ ５

６２

・
４

・
２ ‐

配

ｏ
４

・
２７

６２

・
４

ｏ
２９

６２

・

・
１

・
２９

“
二
０
●
２

６２

・

？

２ ７

死
亡
年
月

日

七
八
六
〇
七
三
六
五
六
〇
八
〇
六
〇
工（
一

七
九
六
四
エハ
一
一

六
五
エハ
一
一

七
三
七
〇
八
七
八

一

八
〇
六
七

高 松 徳 鴨 県 松 新 新 今 琴 松 松 松 松 高 松 松 松 川
居 居           之

松 山 島 島 外 山 浜 浜 治 平 山 山 山 山 松 山 山 山 江
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随 筆

台

湾

の

旅

［

猪
　
谷
　
一景
　
夫

（香
川
）

十

一
月
八

日
朝
十
時
過
ぎ
大
阪
を
発
ち
、
約

二
時

間
で
台
北

に
着
く
。
天
気
悪
く
薄
寒

い
。
市
内
を
少

々
見
物
し
た
が
、

こ
れ
は
最
後

に
ま
と
め
て
書
く
。

九

日
、
特
急
列
車
で
花
蓮

に
向
う
。
列
車
は
四
国

の
普
通
車
な
み
だ
が
、
電
化
し

て
い
る
だ
け
ま
し
。

台
北
を
出

て
暫
く
の
間
は
山
間
部
を
蛇
行
し

つ
つ
海

岸

に
出

て
補

下
す
る
。
沿
線
は
人
家
も
疎
ら
な
農
漁

村
で
、
宜
蘭
が

一
寸
し
た
都
市
程
度
。
花
蓮

の

一
つ

手
前

の
新
城
で
下
車
。
原

っ
ば

の
中

に
駅
舎

の
み
。

タ

ロ
コ
峡
谷
―
台
湾

の
脊
梁
山
脈
を
横
断
す
る
世

界
で
も
有
数

の
大
理
石

の
山
。
千

メ
ー
ト

生
則
後

の

奇
岩
怪
石

の
連
続
。
車
道
は
断
崖

の
間
を
眼
下

の
渓

流

に
沿

い
、
ト
ン
ネ

ル
ま
た
ト
ン
ネ

ル
を
右

に
左

に

屈
折
し
な
が
ら
進
み
、
峡
谷
も
終

っ
た
小
盆
地

の
天

祥
で
観
光
も
終
る
。

こ
こ
に
は
ホ
テ
ル
も
あ
り
、
山

腹

に
は
朱
塗
り
の
七
重

の
塔
と
、
白
亜

の
石
仏
が
建

つ
寺
も
あ
る
。

タ

ロ
コ
の
大
理
石
山
は
上
部
が
自
、
そ
の
下

に
黒

色
、
緑
色
、
蛇
紋
石

の
層
を
な
し
、
緑
色

の
部
分
か

ら
ヒ
ス
イ
か
と
れ
る
ら
し

い
っ

タ

ロ
コ
峡
谷
は
、
太
古
は

一
枚
岩

の
団
塊
で
あ

っ

た
ら
し

い
。
雨
水

の
浸
蝕

に
弱

い
人
理
石
は
、
尖
峰

を
形
成
し

て
峡
谷
が
で
き
、
今

日
の
姿

に
な

っ
た
よ

う
だ
。
北
米

の
グ

ラ
ン
ド

・
キ

ャ
ニ
オ

ン
の
生
成

に

似

て
い
る
．

花
蓮
で
泊
り
、
夕
食
後
、
高
山
族

の

一
部
族
で
あ

る

ア
ミ
族

の
踊
り
を
見

に
行
く
。
原
色

の
民
族
衣
裏

を
着
た
娘
達
が
、
輪

に
な

っ
た
り
列

に
な

っ
て
の
踊

り
だ
が
、
伴
奏
も
な
く
実

に
単
調
な
も

の
だ

っ
た
。

翌
十

日
、
花
蓮
市
内
を

一
巡
し
て
大
理
石
工
場
を

見
学
。
ニ
メ
ー
ト
ル
立
方
も
あ
る
原
石
塊
を
自
動
鋸

で
薄
板
に
し
、
さ
ら
に
裁
断
、
研
磨
し
て
化
粧
タ
イ

ル
に
仕
上
げ
る
。
見
学
後
、
空
路
高
雄
に
向
う
。
脊

梨
山
脈
を
横
断
す
る
時
、
遥
か
北
方
の
雲
海
上
に
工

山

（戦
前
の
新
高
山
、
標
高
二
九
九
七
メ
ー
ト
ル
）

が
頭
を
出
し
て
い
る
。
程
な
く
高
雄
に
着
く
。

春

　

日
　

の
　

鹿

岡
　
田
　
悔
　
一二

（松
山
）

伊
勢
、
鳥
羽
で
遊
び
、
翌
日
奈
良
に
出
た
。
途
中
、

伊
賀
上
野
あ
た
り
で
窓
外
に
吹
雪
を
見
た
が
、
奈
良

で
は
粉
雪
程
度
で
観
光
に
は
支
障
が
な
か

っ
た
。

近
鉄
奈
良
駅
で
下
車
、
少
し
早
い
が
急
い
で
昼
食

を
と
り
、
奈
良
交
通
の
定
期
観
光
バ
ス
、
Ａ

コ
ー
ス

（東
大
寺
、
春
日
人
社
、
若
草
山
、
興
福
寺
等
が
主

な
名
所
）
を
利
用
し
、
公
園
名
所
め
ぐ
り

（約
二
時

間
三
十
分
）
を
行

っ
た
。

春
日
大
社
の
鹿
園
で
は
、
約
千
頭
の
鹿
が
飼
育
さ

れ
、
同
大
社
を
始
め
、
隣
接
す
る
東
大
寺
や
興
福
寺

の
境
内
、
さ
ら
に
は
若
中
山
な
ど
奈
良
公
園

一
帯
に

放
遊
さ
れ
、
観
光
者
を
楽
し
ま
せ
て
い
る
。
鹿
は
、

日
の
出
と
と
も
に
鹿
園
を
出
て
、
自
分
の
好
き
な
場

所

へ
行
き
、
夕
方
五
時
頃

一
斉
に
鹿
園
に
帰
り
、　
エ

サ
を
も
ら

っ
て
寝
る
の
が
日
課
だ
そ
う
だ
。

鹿
は
猿
と
違

っ
て
ボ
ス
も
い
ず
、
勢
力
争
い
も
な

い
。
通
常
は
雄
鹿
同
志
、
雌
鹿
同
志
で
群
を
な
す
、

こ
れ
も
鹿
の
優
し
さ
に
よ
る
も
の
だ
ろ
う
。
そ
れ
で

も
、
雄
鹿
は
秋
の
交
尾
期

に
気
が
荒
く
な
り
、
雌
鹿

は
出
産
一、
子
育
て
の
春
に
気
が
荒
く
な
る
そ
う
だ
。

雌
鹿
の
出
産
場
所
は
ど
こ
で
も
よ
く
、
た
と
え
人
前

で
も
お
産
す
る
。
産
後

一
時
間
ぐ
ら
い
で
、
母
鹿
は

自
分
の
鼻
で
千
鹿
を
起
こ
し
授
乳
す
る
。
夕
方
圧
時

頃
、
母
鹿
は
子
鹿
を
で
き
る
だ
け
人
目
の
つ
か
な
い

所
え
置
い
て
、
ひ
と
り
で
鹿
園

へ
帰
る
。
翌
朝
、
母

鹿
は
子
鹿
の
い
る
所

へ
行
き
授
乳
す
る
。
子
鹿
が
ひ

と
り
で
鹿
園
に
帰
れ
る
ま
で
こ
れ
が
続
く
そ
う
だ
。

鹿
が
最
も
恐
れ
る
の
は
野
犬
、
特
に
子
鹿
は
ひ
と

り
で
過
ご
す
夜
襲
わ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
朝
そ
の
場

所
に
鼻
の
頭
と
足
首
だ
け
が
残
さ
れ
る
と
い
う
せ
い

惨
な
光
景
が
見
ら
れ
る
そ
う
だ
。

鹿
は
非
常
に
神
経
質
で
も
あ
る
。
子
鹿
は
バ
ン
ビ

ー
と
も
い
わ
れ
大
変
可
愛
ら
し
い
。
そ
の
あ
ま
り
、

人
が
子
鹿
を
な
で
た
り
、
さ
わ
る
ケ
ー
ス
も
多
い
、

そ
の
と
き
子
鹿
が
授
乳
期
だ
と
大
変
、
母
鹿
か
ら
見

捨
て
ら
れ
る
か
ら
だ
。
鹿
の
習
性
と
し
て
、
子
鹿
に

鹿
以
外
の
臭
い
が
着
く
と
、
そ
の
時
間
か
ら
絶
対
に

母
乳
を
与
え
ず
、
近
よ
る
こ
と
す
ら
し
な
く
な
る
。

鹿
の
胃
は
ウ
シ
科
と
同
じ
く
四
室
に
分
か
れ
て
い
る
。

獣
医
さ
ん
ら
が
人
工
授
乳
し
、
た
と
え
胃
の

一
室
、

二
室
を
通

っ
て
も
城
後
ま
で
い
く
こ
と
は
な
く
、
結

局
は
餓
死
す
る
こ
と
に
な
る
そ
う
だ
。

中
年
の
ガ
イ
ド
さ
ん
は
い
か
に
も
淋
し
そ
う
な
顔

を
し
て
こ
の
よ
う
に
説
明
し
て
く
れ
た
。
さ
ら
に
、

昔
か
ら
奈
良
に
住
ん
で
い
る
人
々
は
、
朝
日
を
覚
ま

す
と
、　
一
今
朝
も
子
鹿
た
ち
が
無
事
で
あ
り
ま
す
よ

う
に

一
と
祈
る
の
で
す
よ
、
と
も

つ
け
加
え
ら
れ
た
。

孫

　

　

（〕
　

　

死

梶
　
浦
　
照
　
秀

（徳
島
）

今
春
、
中
学
校
入
学
を
控
え
た
三
女
の
長
男
が
、

風
邪
で
日
赤
に
入
院
し
た
が
、
ビ
ー
ル
ス
菌
が
背
髄

）
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に
入
り
、
意
識
不
明
の
昏
睡
状
態
が
続

い
た
。

入
院
し
て
五
十
日
目
の
夜
中
、

「
危
い
、
早
く
来

て
…
」
泣
き
声
の
娘
、
後
は
言
葉
に
な
ら
な
い
。

「
替
わ
れ
る
も
の
な
ら
替
わ

っ
て
や
り
た
い
」。
と

祈
り
続
け
た
の
に
、
ま
た
千
羽
鶴
に
託
さ
れ
た
級
友

達
の
願
い
も
む
な
し
く
、
病
院
に
駆
け

つ
け
る
や
い

な
や
、
孫
は

つ
い
に
帰
ら
ぬ
人
と
な

っ
た
。

葬
儀
の
日
、
校
長
と
担
任
の
先
生
か
ら
、　
一
日
早

い
卒
業
証
書
と
、
祝
い
の
英
語
辞
典
、
紅
白
の
鰻
頭

を
Ｆ

た
だ
く
、
も
ち
ろ
ん
棺
に
入
れ
る
。
奇
し
く
も

明
日
は
誕
生
日
、
祝
い
の
ケ
ー
キ
も
添
え
て
や
る
。

「
…
先
生
は
、
福
田
君
は
風
邪
で
休
ん
で
い
る
が

四
、
五
日
す
れ
ば
来
ら
れ
る
だ
ろ
う
、
と
い
っ
た
の

に
、
三
度
と
会
う
こ
と
が
で
き
な
く
な

っ
た
。
…
…

明
日
は
卒
業
式
で
す
、
君
が
い
な
い
卒
業
式
は
悲
し

い
。
…
中
学
校
に

一
緒
に
行
け
な
い
の
が
残
念
で
す
。

…
」
、
さ
ら
に
、
阪
神
方
面

へ
の
修
学
旅
行
や
、
鳴
門

大
橋
の
想
い
出
な
ど
、
級
友
代
表
の
弔
辞
に
、
場
内

鳴
咽
が
広
が
り
、
老
の
国
に
涙
が
溢
れ
た
。

あ
る
級
友
の
お
母
さ
ん
か
ら
、

「
す
ば
ら
し
い
卒

業
式
で
し
た
、
壇
上
で
一年
業
証
書
を
も
ら
う
息
子
の

姿
を
み
て
一涙
が
に
じ
み
、
こ
ん
な
に
大
き
く
成
長
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
先
生
方
の
ご
努
力
に
改
め
て
感
謝

い
た
し
ま
し
た
、
で
も
、
た
だ

一
人
出
席
で
き
な
い

方
が
い
ま
し
た
。
…
ご
両
親
の
お
気
持
を
考
え
る
と

涙
が
止
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

一
度
飛
行
機
に
乗
り
た
い
と
い
う
息
子
の
た
め
に

卒
業
祝
い
を
か
ね
、　
一
か
月
前
か
ら
計
画
し
た
沖
縄

旅
行
を
、
息
子
は
、
葬
儀
に
行
く
か
ら
や
め
る
、
と

い
い
ま
し
た
。
そ
の
真
剣
な
顔

に
は
、
級
友
を
失

っ

た
悲
し
み
と
、
級
友

へ
の
い
た
わ
り
の
気
持
が
あ
ら

わ
れ
、
こ
れ
程
男
ら
し
く
、
立
派
に
見
え
た
こ
と
は

な
く
、
こ
の
優
し
さ
を
持
ち
続
け
て
ほ
し
い
も
の
と

願

っ
て
お
り
ま
す
。
…
」
と
。

悲
し
み
の
中
に
も
、
人
々
の
温
か
い
心
使
い
に
感

謝
し
、
級
友
の
健
や
か
な
生
長
を
願
う
、
き
ょ
う
こ

の
頃
で
あ
る
。

田
心
　

　

い
　

　

出

昔
同
　
原
　
　
　
博

（阿
南
）

戦
後
も
暫
ら
く
経

っ
て
か
ら
の
こ
と
、
転
換
器
で

通
話
業
務
を
行

っ
て
い
た
沢
谷
郵
便
局
が
、
近
く
十

二
回
線
の
壁
掛
型
交
換
機
で
交
換
業
務
を
開
始
す
る

と
い
う
の
で
、
磁
石
式
な
が
ら
初
の
交
換
業
務
開
始

と
あ

っ
て
、
局
長
以
下
全
職
員
の
喜
び
よ
う
は
大
変

な
も
の
で
あ

っ
た
が
、
そ
の
据
付
工
事
の
た
め
、
課

長
と
共
に
沢
谷
の
宿
に
泊
ま

っ
た
。

夕
食
も
終
り
、
さ
て
寝
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ

へ
、

郵
便
局
長
が
五
合
瓶
を
さ
げ
て
入

っ
て
来
た
。
中
味

は
焼
酎
、
そ
れ
も
上
の
方
が
大
分
空
い
て
い
た
が
、

当
時
は
配
給
制
な
の
で
、
大
し
た
歓
待
で
あ

っ
た
。

焼
酎
も
終
り
に
近
づ
い
た
頃
、
局
長
に

「
こ
の
あ

た
り
に
、
何
か
お
も
し
ろ
い
、
珍
し
い
話
は
あ
り
ま

せ
ん
か
」。
と
尋
ね
る
と
、
局
長
は

「
こ
こ
か
ら

一
里

半
ほ
ど
北
に
、
雲
草
山
と
い
う
山
が
あ
る
。
そ
の
山

の
頂
に
、
こ
れ
位
は
あ
ろ
う
か
中
と
、
両
手
で
そ
の

大
き
さ
を
表
現
し
な
か
ら
、

「，大
き
な
石
日
が
あ
る
、

こ
れ
が
な
ぜ
不
思
議
か
と
い
う
と
、
何
の
た
め
に
こ

ん
な
山
の
中
に
石
臼
が
あ
る
の
か
、
何
に
使
わ
れ
た

の
か
、
ど
う
や

っ
て
山
頂
に
連
び
上
げ
た
の
か
、
人

力
だ
け
と
は
思
え
な
い
、
動
力
は
何
か
、
い
つ
の
時

代
か
ら
あ

っ
た
の
か
、
こ
の
謎
は
、
今
だ
に
誰
に
も

分
か
ら
な
い
…
」
等
々
、
話
題
は
次
々
と
展
開
し
て

い
く
局
長
の
、
巧
み
な
独
特
の
話
述
に
、
山
村
の
冷

え
冷
え
し
た
夜
の
更
け
る
の
も
忘
れ
、
聞
き
惚
れ
た

も
の
で
あ
る
。

当
時
七
十
才
位
で
あ

っ
た
ろ
う
か
、
山
村
の
局
長

ら
し
い
風
格
と
、
お
ち

つ
き
を
備
え
た
局
長
、
折
々

思
い
出
し
て
は
、
当
時
を
懐
し
む
、
こ
の
頃
で
あ
る
。

）

投

稿

規

定

一　

会
員
消
息
　
四
〇
〇
字
以
内

一
一　
短
歌
、
俳
句
、
川
柳
　
五
首
又
は
五
句
以
内

〓
一　
随
筆
、
随
想
　
工（
○
○
字
以
内

原
稿
締
切
　
八
月
二
〇
日

・
字
数
は
な
る
べ
く
お
守
り
く
だ
さ
い
。

・
原
稿
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
お
任
せ
願
い
ま
す
。

編
　
集

　
後

　
期

暑
気
日
ご
と
に
加
わ
る
こ
の
頃
で
す
が
、
皆
様
に

は
お
変
わ
り
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
ょ
う
か
。
私
は
渡

部
さ
ん
か
ら
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
さ
れ
ま
し
た
、
高
市
で

ご
ざ
い
ま
す
。

連
合
会
と
愛
媛
を
掛
け
持
ち
で
す
が
、
な
ん
と
か

不
行
き
届
き
の
な
い
よ
う
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
し
、

ま
た
限
ら
れ
た
紙
面
で
す
が
、
で
き
る
だ
け
多
く
の

方
々
か
ら
の
ご
投
稿
、
情
報
を
い
た
だ
き
、
少
し
で

も
皆
様
に
愛
さ
れ
、
親
し
ま
れ
る
よ
う
、
よ
り
よ
い

会
報
を
目
指
し
て
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
を
賜
わ
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

三
伏
の
猛
暑
を
控
え
、
皆
様
に
は
ま
す
ま
す
ご
健

勝
の
ほ
ど
、
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
　
書
同
市
拝
）

電
友
会
四
国
連
合
会
会
報
　
　
第
五
九
号

昭
和
六
二
年
七
月

一
日
発
行

編

集

発

行

電

友

会

四

国

連

合

会

事

　

　

務
　
　
　
局

松
山
市

一
番
町
四
丁
目

（〒
七
九
〇
）

Ｎ
Ｔ
Ｔ
四
国
総
支
社
内

電
話
（〇
八
九
九
￥
一六
―
二
〇
二
三

印
　
刷
　
　
四
国
電
話
印
刷
株
式
会
社
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